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な修正を与えることも知られてい86).･8) しかし,Hubbard皿 の resonance-broadening
効果の扱いは,重大な欠陥を含んでいることがKawabataにより指摘されており9,)その




Hubbard皿 での resonance broadening効果の取 り扱いに含まれる種々の近似の中,
Kawabataに従って次の項に注目する｡ (Hm の (44)式)
≪ nkaoCkfocE,_ocia;C;o≫ ; ∂kZ<nkaonk_o> × ≪ cio;clo≫
α
Hubbardはここで更に <nkaon_o> - nan-0(<rkao> -nod )と近似したo
この近似は相関を無視 したもので,相関の強い場合には当然成 り立たない｡特にatαnic




ni_o> も self-consistentに決定することが可能であるo 最終的には次に掲げる方
程式をselト consistentに解けば良い｡
(E-ea-lo(E))≪ nF,_ocio;C;o≫
- n-ao12lw∂ij+ヲtiZ≪ czo ; clo≫
- llo'(E)n_ao+)_'o(E)〟_冒(E)
+ i:,o (E) 〟_冒 ( E.+ E: 紺 ≪ cio･cIo≫
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lo/(E) -FO(Eト1Gi主(E)
lo(E) - }o'(A)+ i_'o(E)+ i:'o(E)










Fog(E) EI E+y E- E
以 上 ｡














m- 0 m≒ 0
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〝e+ 〟h= 〟Ⅹ- EB
ここでEBは励起子の束縛エネルギーであるoさらに電気的中性の条件
ne= nh
-B42-
(3)
